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研究内容 

⚫ 循環器疾患の次世代型精密医療の実現 

個々人のゲノム情報をもとに疾患の発症予測や治療の至適化を行う、次世代型精密医

療の実現を目的とする研究を行う。ゲノムワイド関連解析(GWAS)などのゲノム解析に

より、疾患発症や治療の効果に関連する遺伝子を明らかにする。 

⚫ 遺伝性循環器疾患の原因遺伝子探索 

次世代シーケンサー(NGS)により、ヒトの全ゲノム配列が取得可能になった。 循環器

希少・難病疾患に対し、NGS による全エクソーム解析・全ゲノム解析を実施し、発症の原

因となるバリアントを明らかにする。 

⚫ 網羅的オミックスデータの統合解析 

多因子疾患(生活習慣病)の発症予測などは、環境要因なども関与しており、ゲノム以外

の情報も考慮する必要がある。 ゲノムやメタボロームなどの網羅的オミックスデータを

組み合わせた統合解析により、疾患発症患者の予後や治療効果に関連するバイオマー

カーを明らかにする。 
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紹介ビデオ： https://youtu.be/x2R0fmR6Tbw  
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